
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

地域
ち い き

によってさまざまですが、「桃
もも

・白
しろ

・緑
みどり

」

の３色
しょく

のもちを重
かさ

ねたものが定番
ていばん

です。これは

雪
ゆき

の下
した

から新芽
し ん め

が出
で

て、桃
もも

の花
はな

がさくという、春
はる

の様子
よ う す

を表現
ひょうげん

しています。また、桃
もも

には魔除
ま よ

け、白
しろ

には清
きよ

らか、緑
みどり

には健康
けんこう

の願
ねが

いがこめら

れています。 

しょく  いく 

がつ 

 

上 郡 町
かみごおりちょう

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

センター 
 

2024年
ねん

 ３月
がつ

 

心
こころ

も体
からだ

も成長
せいちょう

中
ちゅう

のみなさんにとって、食事
しょくじ

から栄養
えいよう

をしっかりとること、食事
しょくじ

を楽
たの

しむこと

はとても大切
たいせつ

です。食
た

べることは一生
いっしょう

続
つづ

き、私
わたし

たちの体
からだ

は食
た

べたもので作
つく

られています。給 食
きゅうしょく

を通
とお

して、学
まな

んだことを生
い

かし、毎日
まいにち

の食生活
しょくせいかつ

を

よりよいものにしてほしいと願
ねが

っています。 

３月
がつ

３日
み っ か

は「ひな祭
まつ

り」。女
おんな

の子
こ

の健
すこ

やかな

成長
せいちょう

を願
ねが

ってお祝
いわ

いをする日本
に ほ ん

の伝統
でんとう

行事
ぎょうじ

です。

ひな人形
にんぎょう

をかざるようになったのは江戸
え ど

時代
じ だ い

で、

もとは人形
にんぎょう

を身代
み が

わりにしてじゃ気
き

をはらう「流
なが

しびな」でした。ひな祭
まつ

りには、ちらしずしやは

まぐりのお吸
す

い物
もの

、ひしもち、ひなあられなどを

食
た

べてやく除
よ

けや健
すこ

やかな成長
せいちょう

を願
ねが

います。 

１日
ついたち

には、ちらし寿司
ず し

と 

ひしもちが給 食
きゅうしょく

に登場
とうじょう

！ 

朝晩
あさばん

の冷
ひ

えこみがだんだんと和
やわ

らぎ、日差
ひ ざ

しの温
あたた

かさに春
はる

の訪
おとず

れを感
かん

じます。 

給 食
きゅうしょく

は、「心
こころ

と体
からだ

の栄養
えいよう

になるように」「おいしく安心
あんしん

して食
た

べられるように」

など、たくさんの思
おも

いをこめて作
つく

っています。みなさんは、給 食
きゅうしょく

を食
た

べながら、

どんなことを感
かん

じ、学
まな

んだでしょうか？ 

卒業
そつぎょう

や進級
しんきゅう

などの節目
ふ し め

をむかえる時期
じ き

となりました。この１年
ねん

をふり返
かえ

りな

がら、給 食
きゅうしょく

をしっかり食
た

べて、元気
げ ん き

に学校
がっこう

生活
せいかつ

を送
おく

ってください。 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 チンゲン菜
さい

、ほうれん草
そう

、葉
は

ねぎ、玉
たま

ねぎ、白菜
はくさい

 

きゅうり、こまつな、しいたけ、キャベツ 

 マッシュルーム、レタス、もやし、豆腐
と う ふ

、豚肉
ぶたにく

、とり肉
にく

、

たまご、チキンハム 

食育
しょくいく

の日
ひ

特別
とくべつ

企画
き か く

 

毎月
まいつき

１９日
にち

は「食育
しょくいく

の日
ひ

」です。今月
こんげつ

はキャベツとレタスです。 

キャベツ 

レタス 

○●今
こん

月
げつ

の地産地消
ちさんちしょう

●○ 

 

毎日の給食を 
Instagram で 
紹介しています。 

上 郡 町
かみごおりちょう

 

兵庫県
ひょうごけん

 

キャベツから発見
はっけん

された、胃
い

のねんまくをじょう夫
ぶ

にするキャ

ベジンや、体
からだ

の調子
ちょうし

を整
ととの

えるビタミン C
しー

、血
ち

をサラサラにした

り、出
しゅっ

血
けつ

を止
と

めたりするビタミン K
けー

などがふくまれています。 

冬
ふゆ

キャベツは、葉
は

がしっかりと巻
ま

いていて、あまみがあるので

煮
に

こみ料理
りょうり

に向
む

いています。また、春
はる

キャベツは、巻
ま

きがゆるく、

葉
は

がやわらかいので、生食
なましょく

に向
む

いています。 
春
はる

キャベツ 

冬
ふゆ

キャベツ 

レタスは、ラテン語
ご

で乳
にゅう

を意味
い み

する言葉
こ と ば

で、

和名
わ め い

の「チシャ菜
な

」も乳
ち

草
さ

が語源
ご げ ん

となっていま

す。収穫
しゅうかく

の際
さい

に根元
ね も と

を切
き

ると、くきから白
しろ

い

液体
えきたい

が出
で

ることに由来
ゆ ら い

しています。 

生
なま

野菜
や さ い

として 観賞用
かんしょうよう

として伝
つた

わってきた？ 

名前
な ま え

の由来
ゆ ら い

 レタスは丸
まる

くなかった？ 

レタスは、奈良
な ら

時代
じ だ い

、中国
ちゅうごく

から“チシャ”として

伝
つた

わりました。そのころのチシャは、今
いま

のように結
けっ

球
きゅう

していませんでした。結球
けっきゅう

したレタスは、江戸
え ど

時代
じ だ い

末期
ま っ き

から明治
め い じ

時代
じ だ い

になって、アメリカやヨーロ

ッパからやってきました。 

キャベツは、そのまま生
なま

で食
た

べることが多
おお

いです

が、昔
むかし

の日本
に ほ ん

では、薬味
や く み

や大根
だいこん

おろしなど以外
い が い

は、

野菜
や さ い

を生
なま

で食
た

べる習慣
しゅうかん

がありませんでした。しかし、

明治
め い じ

時代中
じだいなか

ごろに、ある洋食店
ようしょくてん

がポークカツレツに

キャベツのせん切
ぎ

りをそえたところ好評
こうひょう

で、それ

以降
い こ う

、生
なま

で食
た

べられるようになりました。 

日本
に ほ ん

には、花
か

だんに植
う

える観賞用
かんしょうよう

の葉
は

ボタ

ンとして、江戸
え ど

時代
じ だ い

にオランダ人
じん

から長崎
ながさき

に

伝
つた

わりました。食用
しょくよう

のキャベツは、明治
め い じ

時代
じ だ い

以降
い こ う

に作
つく

られるようになりました。 

目
め

の働
はたら

きを良
よ

くしたり、かぜをひきにくくするビタミン A
えー

に変
か

わるカロ

テンや、体
からだ

の調子
ちょうし

を整
ととの

えるビタミン C
しー

、体
からだ

の中
なか

で酸化
さ ん か

を防
ふせ

ぐビタミン E
いー

などがふくまれています。淡色
たんしょく

野菜
や さ い

である結球
けっきゅう

レタスよりも、緑
りょく

黄色
おうしょく

野菜
や さ い

であるリーフレタスの方
ほう

が、多
おお

くの栄養
えいよう

があります。 


